
 

10月の臨時国会に提出か、と言われている「特定秘密保護

法案」（「秘密保全法案」）。防衛・外交・特定有害活動防止・テ

ロ防止に関する重要な情報を、国や警察が一方的に「特定秘密」

と指定し、①「漏えい」や取得行為に対する厳罰（懲役10年

以下）と、②情報を扱う人やその家族への身辺調査を行う制度

です。しかし、何が「特定秘密」かも「秘密」で、恣意的な運

用を防げません。「疑われないようにしよう」と、政府に批判

的な言論が萎縮してしまう危険が大いにあります。 

アメリカは、「テロ防止」の名目で、国家機関が国内の膨大

な通話やメールの情報を集め、その内部告発者を地球の果てま

で追いかけて処罰しようとしています。これは「秘密保全法」

の目指す監視社会。決して、他人事じゃありません。 

情報統制と監視社会化を進める「秘密保全法」を、作らせな

いための10･27市民集会に、多くの参加を呼びかけます！ 

 

第1部 スノーデン事件と 

「秘密保全法」 

東別院ホール 

 

13:00開場、13:30開会 

地下鉄名城線「東別院」駅４番出口徒歩5分 

2013年10／27(日) 
とき 

ところ 

お問い合わせ：秘密保全法に反対する愛知の会 名古屋市民オンブズマン気付 電話052-953-8052（担当：内田） 

blog:  http://nohimityu.exblog.jp/   twitter:  https://twitter.com/himitsu_control 

主催：10･27市民集会実行委員会 

参加団体：秘密保全法に反対する愛知の会、東海民衆センター、日本ジャーナリスト会議・東海、導水路はいらない！愛知の会、

沖縄の未来を考える会、住基ネット反対運動を進める会・東海、第9条の会なごや、日本国民救援会愛知県本部、名古屋YWCA、

＜ノーモア南京＞名古屋の会、DAYS JAPANサポーターズクラブ名古屋、市政改革とよた市民の会、自由法曹団愛知支部、全

トヨタ労働組合をサポートする市民の会、青年法律家協会あいち支部、新日本婦人の会愛知県本部、「週刊金曜日」東海地方読

者会、名古屋市民オンブズマン、子どもたちに安心な未来を手渡す会、憲法をいかす名南連絡会議（順不同、10/1現在） 

第2部 パネルディスカッション 

臺
だい

宏士
ひ ろ し

氏（毎日新聞記者） 

臺
だい

宏士
ひ ろ し

氏 

新海
しんかい

聡
さとし

氏（弁護士、全国市民オンブズマン連絡会議 事務局長） 

本秀紀
もとひでのり

氏（名古屋大学法学研究科教授 憲法） 

参加費 

500円 


